
Arita und Meissen
Erinnerungen an die 25-Jahrfeier

Arita und Meissen
Erinnerungen an die 25-Jahrfeier

有田町・マイセン市





CONTENTS
有田町長あいさつ ……………………………………2

マイセン市長あいさつ ………………………………3

有田マイセン友好協会会長あいさつ ………………4

マイセン有田友好協会会長あいさつ ………………5

有田マイセン姉妹都市
提携25周年に向けた動き…………………6～7
有田陶器市100回記念・25周年記念プレイベント
有田マイセン交流の夕べ他

有田マイセン姉妹都市提携25周年記念事業 in Meissen
ワインフェスタ
ワイン祭パレード･オープニング 他 ……………8～9

ARITA DAY
日本･有田文化紹介 …………………………10～11

記念交流
記念セレモニー………………………………………12

姉妹都市交流会・ドレスデン・ベルリン観光 他 ……13

ヨーロッパ窯業・経済視察…………………………14

ドイツ有田陶芸展……………………………………15

訪問団参加者の声 ……………………………16～17

スケジュール…………………………………………18

参加した人たち………………………………………19

アンケート結果………………………………………20

協力していただいた企業･団体／陶都有田国際交流協会の紹介



2

ごあいさつ

1979年２月9日に有田町とドイツ・マイセン市は磁器を通じて、当時

の青木町長とマイセン磁器製作所総裁カール・ペーターマン氏の間で姉

妹都市の調印が行われました。以来、周年記念にはお互いの町を舞台に

した記念事業を開催してまいりました。

有田ダムの「マイセンの森」には歴代マイセン市長が植樹された木が

25年の時を経て大きく育っており、町民のいこいの場となっておりま

す。また、九州陶磁文化館の庭には１ｍを超す「マイセン磁器冠火喰鳥」

の置き物が水を噴き上げ、マイセンの鐘の音は来館した観光客の心を和

ませています。

マイセン市には、姉妹都市協定に尽力した青木町長とカール・ペータ

ーマン氏のレリーフが庁舎玄関に設置されており、20周年の折に“有

田さくらの会”が桜の木を植樹した通りが「有田通り」と命名され毎年

春には桜の花が咲きほこっています。

今回の25周年記念事業には、９月21日から９月29日まで町民や有田

マイセン友好協会、有田商工会議所、有田陶芸協会の方々など総勢84

名がマイセンを訪問しました。期間中は佐賀県と佐賀新聞社の協賛によ

る「ドイツ有田陶芸展」が開催され、酒井田柿右衛門有田陶芸協会会長

をはじめ協会会員の作品が25周年記念事業に花を添えました。その後、

ベルリン日独センターとデュッセルドルフのゲーテ博物館で開催された

陶芸展も予想以上の反響を呼びました。

マイセン磁器製作所における記念セレモニーでは、名誉町民の柴田祐

子氏がヴァルター社長に明治・大正期の古伊万里の壷２点を贈られ、た

いへん感銘深く感じました。またマイセン市博物館と図書館の間の壁に

有田焼の陶板を設置した除幕式を行い、有田とマイセンの絆を深めるこ

とができました。

期間中は連日「有田カルチャーホール」に多くのお客さんがつめかけ、

写真の展示や折り紙、おもちゃ作り、そば打ち、ろくろ実演、絵付け実

演、山水画、書道の指導、皿踊りなどを楽しみました。中でもマルクト

広場での大野太鼓のメンバーの演奏は、大勢の観客からアンコールの連

続でした。最終日のワイン祭パレードでは、有田皿山節をマイセン市民

といっしょに踊り、ひと際観客の目を引きました。

またこれまで国際交流員として有田に滞在したヨークさん、シュテフ

ァンさん、ロベルトさん、アンドレアさんたちが各地から応援にかけつ

けてくれて再会を喜び合いました。前市長のポーラック氏が退任し、就

任間もない新市長オラフ・ラッシュケ氏が私どもを心から歓迎してくれ

たことにも感謝申しあげます。

25年間で培われた私たちの交流も近年ますます活発になり、絆も固

く結ばれ、世界平和と文化の発展につながることを確信いたしました。

この25周年記念事業の計画、準備、実施まで何かとご協力いただきま

した関係者の皆様方に心から感謝申しあげまして、ごあいさつといたし

ます。

有田町長

篠原 啓一郎



3

ごあいさつ

伝統を受け継いで、毎年マイセン市ではワインフェスタを実施してい

ます。マイセン市はドイツの中でも小さなブドウ栽培土地の一つです。

ワインフェスタは、ブドウが育つ段庭の苦労を強いる仕事の後に労をね

ぎらい、豊かな収穫を感謝するための催しです。ワインフェスタの期間

中、マイセン市民をはじめ、関係者やお客さんたちはいっしょに祝い、

きれいな景色を楽しみます。

マイセン市で開催されるすべての祭りの中でも、ワインフェスタはい

ちばん特徴的な祭りです。ワインフェスタの時にマイセン市は客を親切

にもてなすことや、世界に向けて開放的になり、自分たちのいちばんい

いところや特別な魅力を見せます。

ワインフェスタの機会に、マイセン市の周辺の地域のワイン醸造を紹

介するため、地域、ヨーロッパ、もっと遠いところからワインファンが

マイセンに来ます。訪れた観光客たちは、1000年間の長い歴史を持つ

マイセン市の市内を散策しながら、美味しいワインを味わいます。私は

毎年マイセン市が自分の華やかな魅力を披露するワインフェスタの開催

を楽しみに待っています。

ワインフェスタの時にマイセン市では、姉妹都市関係を結んでいる都

市の代表者を招待する習慣があります。マイセンが姉妹都市を結んでい

る都市は、有田町（日本）、コルフ（ギリシア）、プロヴォ（米国）、ヴ

ィトリー（フランス）、リトムニェジツェ（チェコ）、フェルバッハ（ド

イツ）といった多数の都市です。

これらの都市との長年にわたる交流の中で、互いに経済・教育・スポ

ーツ・観光・文化・芸術など、さまざまな分野における深い友好関係に

発展しました。昔から存在する姉妹都市関係は互いの尊敬や友好を証明

しています。

特に昨年のワインフェスタのメインは、マイセン・有田姉妹都市の

25周年記念でした。お互いの陶芸を愛する心で結ばれている両都市の

人は、マイセンでの数日間をいっしょに楽しく過ごしました。マイセン

磁器製作所や市内のいろんな場所で、有田の皆さんとイベントを実施し

て、長年の温かい関係を証明しました。両側の姉妹都市25周年記念事

業の関係者が、ワインフェスタの中で草の根レベルで行った交流が印象

的でした。

また25周年記念として、マイセン市博物館と図書館の間の壁に、有

田の陶芸家が作り、マイセン市にプレゼントしてくれた陶板15枚を設

置しました。ほんとうにすばらしいプレゼントだと思っています。マイ

セン市民や訪れる観光客にマイセン市と有田町の深い関係を紹介してし

ます。

将来もこれまでの両都市の温かい関係が発展することを希望してい

ます。両都市のますますの発展と市町民の皆様のご健康をお祈りいた

します。

マイセン市長

オラフ・ラッシュケ
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25周年交流事業を終えて

鳴り止まぬ拍手、満面笑顔のマイセンの人たちが有田カルチャーホー

ルをいっぱいにしました。充実した25周年記念事業をやり遂げた満足

感と、さらなる友情を確かめ合えた瞬間でした。姉妹都市交流の歴史の

中でも、20周年からのこの５年間はお互いにとって、友情を深めあえ

た忘れることのできない５年間でした。

有田の少年サッカーチームが、マイセンの子供たちとマイセン市で親

善試合ができたこと。有田窯業大学校の講師として、カイ・レオンハル

ト氏が来日し、マイセン市がより身近に感じることができたこと。マイ

セン市洪水のとき、有田町民からの募金をマイセン市に渡せたこと。ハ

レ芸術大学に有田窯業大学校OBが留学したこと。毎年充実した青少年

たちの交流事業など、姉妹都市マイセン市が有田のよりそばに感じるよ

うになった５年間でした。

今回の25周年事業はそれらをふまえての記念事業でしたので、たい

へん盛り上がりました。特に20周年のときにできなかった和太鼓の演

奏が今回実現し、多くのマイセン市民に喜んでいただくことができまし

た。またワインまつりのパレードで皿踊り隊にマイセン市民、有田の２

チームで参加できたことなど、この記念誌では書きつくせないほど、友

情あふれる交流ができました。

私が個人的にうれしかったことは、1992年に青少年友好親善使節団

の派遣を始めましたが、その当時参加した子供たちが、今は立派な大人

になって向こうの友好協会を支えてくれていたことでした。今回の記念

事業の中ではスタッフとして、私たちやいろんな人たちに気を配りなが

ら、活動を盛り上げてくれました。

有田の子供たちの中にも、青少年友好使節団に参加した経験を生かし

て、個人的にマイセン市へ出向き、ホームステイをしながら現地の人た

ちと交流している子供もいるようです。友好協会を設立した当初に、目

ざしていた市民間の交流が一つずつ実現しています。

25周年記念事業に参加していただいた皆さん、有田で我々を支えて

いただいた多くの皆さんに感謝いたします。そして姉妹都市マイセン市

民の友情に深く感謝いたします。

今後ますます、姉妹都市の友情の輪が強く深く永く続くことを確信し

た25周年記念事業でした。

有田マイセン友好協会会長
（有田マイセン姉妹都市
25周年記念事業実行委員会会長）

手塚 英樹



5

私の日本のふるさと有田町へ
感 謝 の 言 葉

2004年にマイセンで実施されたワインフェスタは、今まで私が体験

したワインフェスタの中でも、いちばんすばらしかったです。姉妹都市

関係を結んでいるお互いの都市が銀婚式を祝い、特別な独日ワインフェ

スタになりました。

やきもので有名な両市の25年間の関係は、本当の意味で生きたドイ

ツと日本との姉妹都市関係の手本を示します。1979年の2月に東京で姉

妹都市の調印が行われたとき、私は14歳でした。その当時、日本とい

えば遠くて行くことが困難な国を想像しました。しかし現在、マイセン

から1万キロ離れている有田は、私にとってマイセン市や自宅、家族と

同じような近い場所になりました。それだけではなく、私の第二のふる

さとです。

2004年のワインフェスタは有田から来てくれた訪問団や大野太鼓の

演奏会が開催された時に夢が実現しました。両市の友好協会、市役所、

役場、企業の皆さんの苦労のかいがあったと思います。

私はたくさんの事業やすばらしいイベントを思い出しては、よく友だ

ちとワインフェスタの話をします。特に記憶に残った催しは、ブルグケ

ラーホテルで開催し、来場者を魅了した「ドイツ有田陶芸展」。また、

ペーター・シュライヤー氏のコンサート、客の人数で記録を作った「有

田フォーラム」、プロシュヴィッツ城の厳粛なワイン試飲会や「姉妹都

市のブドウの木」の命名などです。

有田の陶芸家から作ってもらった陶板15枚は、2004年の9月にマイ

セン市内に設置され、世界中の観光客を歓迎しています。このすばらし

いプレゼントをもらって、心から感謝したいと思っています。

ワインフェスタの期間中ずっと、皆の関心の的だったマイセン有田友好

協会が主催した「有田屋台」は市役所の前の市場やハインリヒ広場でオ

ープンしました。有田から持ってきてくれたお酒はヒット商品としてす

ぐに売り切れました。また、皿踊りを見ているとワインフェスタの雨や

寒気を忘れるようでした。

個人的に最も感動した瞬間は、25周年を記念してマイセン磁器製作

所で行った記念セレモニーです。僕は有田の人たちと深い友情で結ばれ

るようになった体験を思い出しました。1994年に初めて有田に来てか

ら今までの多数の訪問と、将来たくさんの訪問が続くと確信を持ってい

ます。

私は有田とマイセンの両面でボランティアしてくれた人たちや組織、団

体、企業、市役所、役場などに感謝したいです。皆の協力のおかげで忘

れがたい銀婚式ができました。

将来我々の姉妹都市関係が今までと同じように続くことと、みんなの

ご健康とご多幸を祈ります。

マイセン有田友好協会会長
(マイセン磁器製作所 観光マネージャー）

カイ･レオンハルト
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姉妹都市
提携25周年に向けた動き
2004年２月９日の姉妹都市提携25周年を迎えるにあたって、町全
体の気運を高める様々な交流事業を展開しました。2003年春には、
有田陶器市100回記念に合わせて姉妹都市交流イベントを実施。マイ
セン音楽隊による演奏会やマイセン磁器製作所の絵付け職人による絵
付けの実演をおこないました。また有田マイセン交流館(有田館)での
マイセンワインの試飲やマイセン焼の展示などは大好評でした。

有田陶器市100回記念
25周年記念プレイベント

マイセン音楽隊の演奏

マイセン音楽隊とジャズグループの共演 マイセン絵付職人による実演

マイセンワインのふるまい

姉妹都市提携20周年記念事業回顧展

懸垂幕の設置

たくさんの人で賑う有田マイセン交流館

ウェルカムパーティーでの演奏 マイセン焼の展示

表敬訪問

ドイツ名物フッメルの販売



事前準備
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よろこびの歌を練習する有田合唱団パレードに向けて練習する参加者

会
長

副
会
長監

事

事
務
局

実
働
委
員
会

企
画
委
員
会

各
種
団
体

顧
問

実行委員会組織図 皿踊りの練習 結団式

第一便の発送

マイセン市の紹介 事前学習会

有田マイセン
交流の夕べ

有田マイセン青少年
友好親善使節団派遣事業



2004年２月９日、有田町とマイセン市は姉妹都市提携25周年を迎えま
した。９月21日から29日まで、有田町長を団長とする訪問団53名がマイ
セン市を訪れ、マイセン市最大のイベント「ワイン祭」に合わせて25周
年記念事業をおこないました。
記念事業では、マイセン市内に有田カルチャーホールをオープンし、書
道や絵画、ろくろや絵付けの実演などをおこない、日本と有田の文化を紹
介しました。
また、ワイン祭のパレードでは有田町民とマイセン市民による混成皿踊
り隊を結成し、そろいの法被や着物姿で、５万人の観衆が埋め尽くす沿道
を練り歩き、大きな拍手を受けました。

8

マイセン姉妹都市提携25周年
記念事業 in Meissen

Wine FestaWine Festa
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ウェルカムパーティー ぶどう農園
プロシュヴィッツ城

ペーター･シュライヤー
コンサート

ワイン醸造所

ぶどう農園

姉妹都市のぶどう
の木証書

ワインセラー

a

有
田
屋
台

マイセン磁器製作所見学

城内

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

有田合唱団

篠原町長のあいさつ

ワ
イ
ン
試
飲
会

太鼓の公演

サ
ブ
ス
テ
ー
ジ
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有田マイセン姉妹都市提携25周年記念事業 in Me issen

有田カルチャーホール

日本･有田文化紹介

ARITA DAY

有田カルチャーホール前の通り

有田インフォメーション

たくさんの人が詰めかけたカルチャーホール有田カルチャーホール入口

有田焼の実演

有田焼カフェ
皿 踊 り

太鼓の公演
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日本舞踊 太極拳

竹とんぼ製作

写真の展示

日本画 山水画・水墨画

そば打ち

書 道

折り紙

日本の遊び

碗 琴



記念セレモニー
(マイセン磁器製作所)
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有田マイセン姉妹都市提携25周年記念事業 in Me issen

記 念 交 流

左からハイニシュ八恵子さん、
篠原町長､ラッシュケ市長､ヴァルター夫妻

日本舞踊の披露

25個の記念
コーヒーカップ

柴田祐子さんが寄贈された
明治―大正期製の有田焼

ヴァルター社長と柴田祐子さん



ドレスデン･ベルリン観光
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有田焼陶板の除幕式

返礼パーティー
(シュヴェルタービール醸造所)

ツヴィンガー宮殿(ドレスデン)

ベルリン大聖堂(ベルリン)

アルブレヒト城前の大聖堂(マイセン)

メキュールホテル(マイセン)

姉妹都市交流会

お別れ

マイセン市の姉妹都市が参集

篠原町長とギルヴィッヒ社長
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有田マイセン姉妹都市提携25周年記念

ヨーロッパ窯業･経済視察
有田商工会議所関係者一行が、有田とマイセンの姉妹都市提携25周年記念とヨ

ーロッパの窯業経済事情を視察するために北欧５カ国を訪問しました。中でもコ

ペンハーゲンでは、何代にもわたって築かれたみごとなルネッサンス様式の宮殿

とそこに収蔵されている陶磁器コレクションを見学し、欧州の陶磁器文化につい

て見聞を深めました。また訪問８日目には、ワイン祭オープニングや有田焼陶板

の除幕式、姉妹都市交流会にも参加し、25周年記念に華を添えました。

クロンボー城（コペンハーゲン)ローゼンボー宮殿（コペンハーゲン)ツヴィンガー宮殿（ドレスデン)

新聞記事 姉妹都市のぶどうの木陶板

2004年(平成16年)10月4日27.SEPTEMBER 2004

Mei ner eitung

有
田

カ
ル
チ
ャ
ー
ホ
ー
ル

皿
踊
り

パ
レ
ー
ド

舞

台

有
田
屋
台

有
田
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訳
者
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ー
フ

サ

ブ

サ

ブ

姉
妹
都
市
交
流
会

ワインショップ

ぶどう農園
事業組織図

有田焼カフェの準備や皿踊りの練習
などが掲載されたマイセン新聞

帰国報告会
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有田マイセン姉妹都市提携25周年記念

ドイツ有田陶芸展
有田とマイセンの姉妹都市提携25周年を記念して、マイセン市とベル
リン市の２会場で「ドイツ有田陶芸展」を開催。両会場とも、有田陶芸協
会会員51名の作品102点を展示し、有田焼400年の歴史と伝統に培われ
た精緻な造形と色絵・染付けの色彩豊かな作品の数々に多くの来場者は
驚嘆されました。また、ベルリン市で高い評価を得たことで、急きょデ
ュッセルドルフ市でも開催しました。

マイセン会場 デュッセルドルフ会場

帰国展
(日本橋高島屋･佐賀玉屋･大有田焼会館)

ベルリン会場



マイセン市を訪れた最初の印象
は、町並みがとてもきれいだとい
うことでした。美しいマイセン焼
がこの環境の中で作られているこ
とが納得できましたね。ろくろの
実演は中原さんと2人で行ないま
したが、マイセンでは機械ろくろ
が主流で、全て人の手で作る私た

ちのやり方が珍しいようでした。また、私は希望
してホームステイをしたのですが、マイセンのふ
だんの生活を垣間見ることができて貴重な体験を
しました。家庭では子供が親の手伝いをよくして
います。自分たちの住む町を誇りに思っているよ
うに感じました。

（ろくろ実演）

高田 和代さん

MEMORY

私にとって初めてのマイセン行
き。心に残っているのはマルクト
広場で開いた屋台です。酒やそば
を販売しながら、市民の皆さんと
接することができました。特に
「ライスワイン」として販売した日
本酒は好評でした。また、みんな
に食べてもらいたくて炊いたごは

んが失敗したことも、今では楽しい思い出です。現
地では元国際交流員のロベルトさんが、食材などを
調達してくれてとても助かりました。祭りは夜中ま
で賑わっているのに、マナーの良い酔っぱらいばか
りで、皆楽しくお酒を飲んでいる姿が印象的でした。

（屋台）

吉村 健二さん

パレードで皿踊りをしました。
私は５年前の20周年のときも参加
しましたが、歩道いっぱいに集ま
った観客の中をパレードで練り歩
くのはとても気持ちよかったです。
いっしょに踊ったマイセン市民も
事前に練習してくれていたので、
すぐ本番に臨むことができました。

また、私にとってのドイツ訪問の大きな目的は、元
国際交流員だったアンドレアに会うことでした。彼
女の両親や友達と会ってドイツを旅行したのが本当
に楽しかったですね。今でもアンちゃんとはよく電
話で連絡を取り合っています。

（皿踊り）

円田スマ子さん

記念事業には大野太鼓から10名
が参加しました。海外演奏は今回
が初めてということで、メンバー
は出発まで猛特訓でした。マイセ
ン市では４会場で演奏しましたが、
太鼓と聴衆の距離が近く、マイセ
ン市の皆さんも太鼓の珍しい音に
とても興味深く聞いてくれました。

特にブルグケラーホテルでは、聴衆の皆さんから最
後にスタンディングオーベーションを受け、とても
感動的でした。現地で太鼓の手配や通訳として手伝
ってくれたハイニシュ八恵子さんとは、帰国後も、
手紙のやりとりなどで連絡をとりあっています。

（太鼓）

田代 学さん

有田カルチャーホールで日本と
有田の文化を紹介しました。現地
スタッフの皆さんが皆親切で、言
葉は通じなくてもコミュニケーシ
ョンがとれました。人気だったの
はドイツ人の名前を漢字のあて字
で書くコーナーで、行列ができる
ほどでした。また驚いたのは、マ
イセン磁器製作所を見学したとき、

日本語を含めた外国語ガイダンスが用意してあった
こと。それだけ製作所への外国人観光客が多いとい
うことだと思います。初めてマイセンを訪れました
が、40年前父が訪問した時代と比べると簡単に入国
できる国になったことが感慨深かったです。

（カルチャーホール）

深川 祐次さん
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マイセン市はエルベ川に沿って
アルブレヒト城や家々、ぶどう畑
などがある美しい町でした。私は
カルチャーホールで日本の遊びコ
ーナーを担当しました。将棋やお
手玉、竹とんぼ、折り紙、おはじ
き、だるま落とし、お面、竹製風
車、けん玉などを紹介しながら

「こんにちは」「マイセンは美しいですね」「お名前
は？」と簡単なドイツ語の会話をしました。マイセ
ンの人は親しく接していただき、また日本の遊びに
興味を持ってくれたので、うれしく思いました。こ
れからも交流が深い絆で永く受け継がれていくこと
を願っています。

（日本の遊び）

金岩 昭夫さん

今、私はドイツにすっかりはま
っています。というのも、この記
念事業に参加したことがきっかけ
になりました。私は有田屋台でお
つりの受け渡しを担当しました。
事前学習会での覚えたてのドイツ
語を使って金額を伝えるのですが、
私の身長のためか子ども扱いをさ

れたようで、なかなか思うようにできません。だけ
ど、片言の英語と折り紙で興味を持ってもらえたと
思っています。帰国後、さっそくドイツ学教室に通
い始めました。次にドイツに行くときはドイツ語で
交流することが目標です。

（屋台）

久家 郁子さん

カルチャーホールで絵付けの実
演をしました。伝統的な花の模様
などを描きましたが、見ていただ
いた方の中には持ち帰りたいとい
う人もいて、うれしかったです。
それから、私が絵付けに使用して
いただみ筆を見て、現地ではとて
もびっくりされました。大きな筆

で細かい作業をするのが珍しかったようです。私自
身もマイセン磁器製作所でマイセン焼の絵付けを見
学しましたが、技術の高さに感心しました。しかし、
筆一つにしても改めて有田焼の良さを再確認するこ
とができ、私にとっていい経験になりました。

（絵付実演）

下平 好則さん

市民交流の一つとして、書道を
紹介しました。外国人を相手に最
初はとまどいましたが、やり始め
たらおもしろいのなんのって。真
剣な目つきで私どもの手を見つめ
ているご本人の前で、音読み訓読
みまじえて、ドイツ人の名前を漢
字で書いてあげました。マイセン

市民の永遠の幸せと繁栄を願い、あて字ながらよ
くも書けたものだと、今さらながら感心します。
持参した1,000枚の半紙を全て使いきりました。
文化を伝え、理解し、ふれあう中で育てていく友
好関係の大切さを痛切に感じたマイセンのワイン
祭でした。

（書道）

今村安伊子さん

マイセン市はおとぎの国のよう
でした。外国で日舞を披露すると
いう初めての経験でしたが、本当
に感激しました。私は踊りをして
いる性分か、音楽がかかると踊ら
ずにはいられません。広場で皿踊
りをしていると着物姿が目につい
たのか、一人のマイセン市民が私

といっしょに踊ってくれました。次の日、偶然町の
中でその人に会い、覚えていて話しかけてくれたの
はうれしかったですね。友達に誘われて参加したマ
イセン訪問でしたが、パレードでは皆さんの着付け
のお手伝いをして、お役にたててよかったです。

（日本舞踊）

下村智恵子さん
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9／21
(火)

9／22
(水)

有 田

ドイツ

ドイツ

有田 → 福岡国際空港 → 成
田国際空港 →フランクフルト
国際空港 → ドレスデン空港

ドレスデン市内観光
ウェルカムパーティー
ペーター･シュライヤー
(マイセン出身オペラ歌手)
コンサート

9／23
(木) ドイツ

ドイツ有田陶芸展オープニン
グセレモニー・マイセン磁器
製作所見学・ニコライ教会見
学・姉妹都市提携25周年記念
セレモニー

月 日 地 名 宿泊摘 要

ド
レ
ス
デ
ン

マ
イ
セ
ン

マ
イ
セ
ン

9／24
(金) ドイツ

ぶとう農園見学
プロシュヴィッツ城での歓迎会
有田カルチャーホール・有田屋台開店
ワイン祭オープニングセレモニー

マ
イ
セ
ン

9／25
(土) ドイツ

ワイン祭･ワイン祭パレード
有田カルチャーホール
有田屋台閉店
返礼パーティー

マ
イ
セ
ン

9／26
(日)

ドイツ

ワイン祭
有田焼陶板の除幕式
姉妹都市交流会
ワイン試飲会

マ
イ
セ
ン

ベルリン市内観光
訪問団お別れ夕食会

9／27
(月)

ドイツ
ベ
ル
リ
ン

ベルリン市内観光
ベルリン空港 → フランクフ
ルト国際空港 → 成田国際空港

9／28
(火)

ドイツ
機

内

福岡国際空港 → 有田9／29
(水)

有田

9／17
(金)

9／18
(土)

有田
デンマーク

デンマーク

有田 → 福岡国際空港 →
成田国際空港 → コペンハ
ーゲン空港

コペンハーゲン市内観光
北シュラン島古城観光

9／19
(日)

デンマーク
ロシア

サンクトペテルブルグへ移動
サンクトペテルブルグ市内観光

月 日 地 名 宿泊摘 要

コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン

コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

9／20
(月)

ロシア サンクトペテルブルグ市内観光

サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

9／21
(火)

ロシア
デンマーク
スイス

サンクトペテルブルグ→コペン
ハーゲン→ジュネーブへ移動

ジ

ュ

ネ
ー
ブ

9／22
(水)

スイス

ジュネーブ→フランクフルト→
ドレスデンへ移動

ジ

ュ

ネ
ー
ブ

ド
レ
ス

デ

ン

9／23
(木)

スイス
ドイツ

モンブラン観光

プラハ市内観光・ワイン祭オー
プニングセレモニー

9／24
(金)

チェコ
ドイツ

ド
レ
ス

デ

ン

有田焼陶板の除幕式
姉妹都市交流会
ドレスデン市内観光

9／25
(土)

ドイツ
ド
レ
ス

デ

ン

フランクフルト国際空港 →
コペンハーゲン空港 → 成田
国際空港

9／26
(日)

ドイツ
デンマーク

機

内

福岡国際空港 → 有田9／27
(月)

有田

「有田マイセン姉妹都市提携25周年記念事業」訪問団
平成16年9月21日(火)～29日(水)

「ヨーロッパ窯業・経済視察」訪問団
平成16年9月17日(金)～27日(月)

１．ドイツ会場
①マイセン市「ブルグケラーホテル」
平成16年９月20日（月）～24日（金） ５日間
②ベルリン市「ベルリン日独センター」
平成16年10月14日（木）～31日（日） 18日間
③デュッセルドルフ市「ゲーテ博物館」（追加開催）
平成17年１月30日（日）～２月13日（日）12日間

ドイツ会場：各会場とも、有田陶芸協会会員51名の作品
を各２点ずつ計102点を展示した。

①マイセン会場 ・来場者数：約 800人
②ベルリン会場 ・来場者数：約3,500人
③デュッセルドルフ会場（追加開催）・来場者数：約4,000人

２．帰国展
①佐賀市「佐賀玉屋本館６階催事場」
平成17年３月８日（火）～14日（月） ７日間
②東京都「日本橋得島屋８階特設会場」
平成17年３月23日（水）～28日（月） ６日間
③有田町「大有田焼会館３階講堂」
平成17年４月29日（金）～５月８日（日）10日間

帰国展会場：各会場とも、有田陶芸協会会員51名の作品
を各２点ずつ計102点を展示するとともに、
小作品を各5点ずつ計250点を展示した。

①佐賀会場 ・来場者数：約 6,000人
②東京会場 ・来場者数：約10,000人
③有田会場 ・来場者数：約 3,500人

ドイツ有田陶芸展



参加した人たち
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飯 野 政 行 碇 哲 雄 今 村 安伊子 岩 永 信 子 円 田 スマ子

小 川 馨 子 金 岩 昭 夫 金 武 秀 文 兼 田 栄 子 金 武 節 子

金 武 康 男 神 近 康 三 蒲 地 千代子 蒲 地 豊 川久保 夏 光

北 川 美 紀 久 家 郁 子 篠 原 啓一郎 柴 田 祐 子 下 平 好 則

下 村 智恵子 瀬戸口 寛 子 高 田 和 代 多久島 道 彦 武 富 正 彦

田 代 正 昭 田 代 学 舘 林 弥栄子 辻 武 史 塘 重 雄

塘 久 子 手 塚 英 樹 中 島 惇 而 中 野 澄 子 中 野 哲 也

中 原 真 希 中 原 洋 子 二 宮 閑 治 馬 場 真理子 林 大 捷

原 田 寿 雄 原 田 一二三 深 川 祐 次 古 田 秀 之 堀 江 幸 子

堀 江 秀 明 前 田 凡 夫 松 尾 和 利 松 尾 美代子 森 田 トミエ

森 永 美智也 山 増 保 子 吉 村 健 二

(50音順・敬称略)

●「有田マイセン姉妹都市提携25周年記念事業」訪問団 53名

浅 井 昌 子 飯 盛 一 代 飯 盛 正 恒 井 上 康 徳 今 村 博

岩 永 浩 美 ヴェッシュ ロルフ エドワード・クランドール 大 野 清 徳 奥川俊右衛門（一俊）

奥 川 弘 子 梶 原 茂 正 河 口 純 一 河 口 治 子 河 東 克 典

栗 田 澄 彦 酒井田 郁 子 酒井田柿右衛門 酒井田 千 穂 佐 藤 走 波

清 水 耕一郎 庄 村 健 末 松 千 春 武 富 公 二 田 澤 千 春

舘 林 葉 子 舘 林 里 佳 辻 誠 一 筒 井 孝 司 照 井 一 玄

照 井 文 子 中 尾 清一郎 中 尾 英 純 中 尾 恭 純 中 島 康 夫

永 田 明 子 中 野 武 志 中 野 龍 之 中 山 麗 西 山 勇

西 山 正 波多野 善 蔵 馬 場 九洲夫 樋 口 武 子 古 川 康

前 田 泰 昭 松 尾 勝 也 水 崎 シノブ 百 田 暁 生 森 田 あさ重

諸 岡 京 子 諸 岡 良 治 山 口 文 彦 山 口 葉 子 山 田 真 人

吉 田 雅 子 吉 丸 正 栄

●「ドイツ有田陶芸展」訪問団 57名

岩 永 真 祐 尾 崎 征矢子 尾 崎 好 弘 柿 澤 弘 子

蒲 地 昭 三 蒲 地 康 郎 木 下 忍 木 下 須美子

栗 山 博 紀 末 村 剛 平 谷 亮二郎 益 田 淳 子

益 田 正 晴 宮 原 孝 嘉 宮 原 弘 子 杠 常 夫

●「ヨーロッパ窯業･経済視察」訪問団 16名



アンケート結果
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協力していただいた企業・団体
有田町文化協会 ㈱華山 ㈱源右衛門窯 ㈱香蘭社

佐賀県陶磁器工業摂 佐賀県窯業技術センター ㈲佐賀ダンボール商会

㈲篠原渓山 ㈲朱明窯 ㈲しん窯 ㈱親和伯父山

親和翔窯 ㈱親和親峰 ㈱親和武堅 ㈲草山窯

㈲副正製陶所 ㈱大乗窯 ㈱貞山窯 ㈲天狗谷窯

㈲伝平窯 深川製磁㈱ ㈱福珠陶苑 文山製陶㈲

宗政酒造㈱ ㈱ヤマトク ㈲李荘窯業所

あかさかルンビニー園 有田金融協会 有田警察署

有田建設業組合 有田商工会議所 有田商店連盟

有田磁石場組合 有田地区労働者福祉協議会 有田陶芸協会

有田陶交会 有田はなぶさ会 有田マイセン友好協会

有田町 有田町教育委員会 有田町議会

有田町区長会 有田焼卸団地摂 有田焼直売摂

有田ロータリークラブ 井上萬二窯 責今右衛門

伊万里・有田焼伝統工芸士会 伊万里市農業摂有田支所 岩尾磁器工業㈱

印刷ショップ アリタ ㈱柿右衛門窯 ㈱源右衛門窯

㈱香蘭社 国際ソロプチミスト有田 佐賀県議会議員(西松浦郡選出)

佐賀県陶磁器卸商業摂 佐賀県陶磁器工業摂 佐賀県陶磁器錦付摂

佐賀県窯業技術センター 佐賀県立有田窯業大学校 佐賀県立九州陶磁文化館

㈱サンレオ ㈱賞美堂本店 親和陶磁器㈱

㈱セイブ 大有田焼振興摂 陶都有田青年会議所

西松浦通運㈱ 肥前有田ライオンズクラブ 肥前陶磁器商工摂

深川製磁㈱ ㈱まるぶん 宗政酒造㈱

ヤマト陶磁器㈱ 龍山窯

陶都有田国際交流協会の紹介

◆陶都有田国際交流協会とは
設立 平成元年6月に主な事業所､各種団体で設立されました。

目的 有田町と外国都市との産業､文化､教育等の国際交流事業を促進、国際的な相互理解による
友好親善に寄与することを目的としています。

活動 町民に国際交流の趣旨の普及や各種親善事業など国際都市「ありた」を目指して活動し
ています。

企画･制作／陶都有田国際交流協会

佐賀県西松浦郡有田町岩谷川内二丁目8番1号
TEL.0955-43-2101 FAX.0955-43-2107
ホームページアドレス www2.saganet.ne.jp/arita/

発 行／平成17年 10月

印 刷／印刷ショップアリタ

●会 員 (50音順・敬称略)

(50音順・敬称略)

※写真の一部は、佐賀新聞社から提供していただいています。




